
平成 22 年 3 月 4 日 
(社)沖縄県臨床検査技師会 

会長 松川 正男 
会員各位殿                      学術担当副会長 手登根 稔 

感染制御・移植検査部門長 古謝 幸恵 
微生物検査部門長 八幡 照幸 

(公印省略) 

主催  (社)沖縄県臨床検査技師会 
    感染制御・移植検査部門 微生物検査分野 
    分野長 八幡照幸(沖縄県立北部病院 検査科) 
    連絡先 0980－52－2719(内線 1125) 
共催  ｼｰﾒﾝｽﾍﾙｽｹｱ・ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｽﾃｨｸｽ㈱、ｼｽﾒｯｸｽ㈱、日本ﾍﾞｸﾄﾝ・ﾃﾞｨｯｷﾝｿﾝ㈱ 

 

第 166 回沖縄臨床微生物研究会のご案内 

拝啓 

早春の候、会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、定例の微生物検査研究分野の勉強会ですが、今回は岐阜大学准教授の大楠清文

先生をお招きして御講演いただきます。ご多忙のこととは存じますが，万障お繰り合

わせの上、是非ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 
 

記 

日  時  ： 平成22年 3月 27日（土曜日）14:30～ 

場  所  ： 地方独立行政法人 那覇市立病院 ３F講堂

製品紹介 ： シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社 

シスメック株式会社 

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 
 

講  演  ：「日常検査法で同定が難しい細菌とその感染症 

    ：最近、こんな細菌が話題です！」 

講 師 ： 大楠清文 先生（岐阜大学大学院医学研究科病原体制御学分野） 

 

大楠先生より：この約5年間継続して、全国の医療施設にて日常検査法で同定できなかった菌株や 

診断に苦慮した症例の検体解析を行っています。2010年1月末までに細菌や真菌 

の同定を約1,000菌株、臨床検体は細菌、真菌、原虫、あるいはウイルスの検出依 

頼に応じて約600症例について精査を実施してきました。本講演では、皆さんがこ 

れから日常検査で遭遇するかもしれない同定困難な細菌とその感染症の特徴を概 

説しながら、臨床微生物検査の魅力とやりがいを共感できればと思っています。 


